
（様式２）

区政推進課　

議題名：

【内容】

【例年あげている議題か？】

【何をすればいいのか？】【いつから（いつまでに）すればいいのか？】

【その他、注意することなど】

問合せ先

担当部署　区政推進課

担当者名　福山・桜井

TEL.866-8328    FAX.862-3054

　毎年、「住んでいてよかったと思える地域」を自分たちの手で実現する手法を学ぶ地域づく
り大学校を開催しています。今年度はオンライン講座や活動現場訪問など全４講で実施しま
す。
■実施概要
・全４講（参加無料）
・日程及び会場
① 10月16日（土）　Zoomを利用したオンライン
② 10月23日（土）　区役所８階大会議室
③ 11月６日（土）　区内活動現場
④ 11月27日（土）　Zoomを利用したオンライン
・内容　講義 「地域づくり」「実践者から学ぶ地域活動のコツ」、グループワーク及び活動現場
訪問等
・定員　20名（先着順）
・申込　申し込みフォームに必要事項を入力し８月11日（水）から９月30日（木）までに申し込
みをお願いいたします。（定員になり次第締切）

平成26年度に開始した事業で、今回が８回目となり、昨年度は10月に依頼しています。

事業の内容を知っていただくため、各自治会町内会1部ずつ資料を配布いたしますので、ご
承知おきください。

資料№6　　

「戸塚区地域づくり大学校」参加者の募集について

戸塚区連合町内会自治会連絡会７月定例会

議　題　説　明　書



参加費

無料

https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/event-bosyu/kankyo/r03chiikidai.html

戸塚区地域づくり大学校

Zoomに参加できる方 （Zoomに不慣れな方、心配な方についてはご相談ください）
戸塚区内在住、在勤、在学で地域に興味のある方、地域活動を行っている方で対  象

第1講 10月16日(土)10:00～12:00
　「地域の活動をはじめよう」

第2講 10月23日(土)10:00～12:00
　「地域活動のコツを知ろう」

第3講 11月  6日(土)10:00～12:00
　「活動の楽しさを感じよう」

第4講 11月27日(土)13:30～15:30
 「自分らしくはじめよう」 

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

あなたの想いを誰かに伝え
人と人とが つながるまちづくりをはじめよう！ 第8期生募集

地域活動の
ヒントが欲しい

活動の仲間を
見つけたい

区内の活動が
知りたい

申込方法　

2021(令和３)年度

戸塚区ホームページ＞(区の情報）区役所のイベント・募集＞
まちづくり・環境＞令和3年度 戸塚区地域づくり大学校 
もしくは右記の2次元コードからお申込みください。

戸塚区地域づくり大学校では
今まで多くのつながりや活動が
うまれています！

定　　員　先着 20名

募集期間　8月11日(水）～9月30日(木）

全4講

※講座内容は裏面の「プログラム」をご覧ください

区役所8階大会議室

区内の活動現場訪問

自分のまちで
地域活動を
はじめたい

オンライン講座

オンライン講座



戸塚区地域づくり大学校とは

「地域の活動をはじめよう」
オンライン講座

「地域活動のコツを知ろう」

講師＆アドバイザ―

戸塚区生まれ、戸塚区育ち。（株）地域計画研究所代表取締役。横浜国大非常勤講師、ＮＰＯ法人理
事長、社会福祉法人理事、としても活動。「さまざまな立場の住民が地域で豊かに暮らせる仕組み」
にこだわり、横浜市の地域のまちづくり活動支援に奮闘中。地元では、神社総代を担う。

 

第1講
10/16
　(土）

10:00～
12:00

 

プログラム

◆ プ ロ グ ラ ム 紹 介
◆ 受 講 生 自 己 紹 介
◆ 戸 塚 区 の 「 地 域 づ く り 」 の
  講 義 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
◆ 活 動 プ ラ ン に つ い て

 

◆ 実 践 者 か ら 学 ぶ
　 地 域 活 動 の コ ツ
◆ グ ル ー プ ワ ー ク

 

地域での取り組み事例を知り、参加しやすい
仕組みなど繋がりづくりを考える

住 ん で い て よ か っ た と 思 え る 地 域 を 自 分 た ち の 手 で 実 現 す る 手 法 を 学 び 合 い ま す 。 ま ち に 出
向 き 、 自 分 の 目 で 見 て 、 実 践 者 の 話 を 聞 き 感 じ て 、 学 び を 深 め る こ と を 大 切 に し て い ま す 。
地 域 課 題 を 解 決 す る た め 、 地 域 づ く り に 取 り 組 む 方 と 区 役 所 職 員 等 が 一 緒 に 考 え 学 び 合 い ま
す 。

お問い合わせ

「活動の楽しさを感じよう」
～区内の活動現場訪問～

Ａ : 舞 岡 公 園 「 小 谷 戸 の 里 」
　 ( 季 節 の 行 事 や 農 文 化 の 体 験 、 環 境 保 全 の 活 動 )
Ｂ : こ ま ち カ フ ェ の 「 で こ ぼ こ の 会 」
　 ( 子 ど も の 発 達 が 気 に な る 、 ま た 理 解 を 深 め た い
  と 考 え て い る 保 護 者 の 交 流 や 情 報 共 有 を 行 う 活 動 )
Ｃ : 地 域 交 流 拠 点 「 に こ に こ ハ ウ ス 」
　 ( 空 き 家 を 活 用 し 世 代 間 交 流 や 、 高 齢 者 の
　 居 場 所 づ く り を 住 民 が 主 体 と な り 行 う 活 動 )
　 　 　

感染症防止対策にご協力ください
●マスク着用･手指の消毒‣検温
●間隔をあけた席の配置で実施
●体調が思わしくない場合は、参加を
ご遠慮ください

 

講師：内海 宏氏
（横浜市まちづくりコーデ
ィネーター  株式会社 地域
計画研究所 代表取締役）

 アドバイザー：菊池 賢児氏
（「地域づくりの知恵袋」
監修者 戸塚区連合町内会自
治会連絡会副会長）

 

「地域づくりの知恵袋」監修者、戸塚区連合町内会自治会連絡会副会長、戸塚区踊場地区連合町内会
会長、ＮＰＯスローライフジャパン理事, 連合町内会では各町内会会長・地区社会福祉協議会・学校・
施設が協力して課題に取り組む「まちづくり連絡会」を企画実行中

 

「自分らしくはじめよう」
～活動プラン発表会～

                        オンライン講座
◆ 受 講 生 が 一 人 ひ と り の 活 動
プ ラ ン を 発 表 し ま す
◆ 講 師 か ら の 講 評 を い た だ き
ま す

第2講
10/23
　(土）

10:00～
12:00

 

戸 塚 区 役 所 区 政 推 進 課 地 域 力 推 進 担 当
〒 2 4 4 - 0 0 0 3 　 横 浜 市 戸 塚 区 戸 塚 町 1 6 － 1 7 ( 9 階 9 3 番 窓 口 ）
電 話 番 号 ： 0 4 5 - 8 6 6 - 8 3 2 8
E メ ー ル  ：
F A X : 0 4 5 - 8 6 2 - 3 0 5 4

to-chiikiryoku@city.yokohama.jp

※新型コロナウイルス感染症拡大などにより、内容は予告なく変更する場合があります

会場：区役所8階大会議室会場：Zoomができる自宅など

会場：Zoomができる自宅など
会場：区内の活動現場 3つのコースからお選びください

第3講
11/6

　(土）
10:00～
12:00

 

第4講
11/27
　(土）

13:30～
15:30

 
 

※Zoom参加に心配な方はご相談ください

※Zoom参加に心配な方はご相談ください

主催：とつか区民活動センター、戸塚区役所、横浜市戸塚区社会福祉協議会

第6回戸塚区地域づくり大学校から

※現地集合、現地解散 ※ご希望に添えない場合もあります



参考資料 

戸塚区地域づくり大学校 取組事例 

１ 事業開始 

平成 26年度（令和３年度は第８回） 

２ 修了者数 

第１回～第６回 121人 ※第７回はプランの作成はなく修了扱いなし 

３ 修了者の活動事例 

活動 活動内容 

1 

地域づくりのための情報

誌Ｃｒｅｗ 

平成 29 年度に１期～３期の修了者によりＯＢ・ＯＧ

会を立ち上げた。地域づくりのための情報誌Ｃｒｅｗ

を発刊し、区内の活動団体の紹介、自治会・町内会、

連合会活動のコラム、地域づくりのためのＳＤＧｓに

ついてのコラムを連載している。 

2 ダンディカフェ 
定年退職後の男性の活動場所づくりを目指し、各地域

を回る移動カフェの実施 

3 
気象予報士の防災ワンポ

イントアドバイス

気象予報士の知識を活かし、気象災害から身を守る講

座や天気の不思議を知る講座の開催 

4 

防災活動 君たちはどう

生き残るか 

（別添１） 

とつか災害救援活動ネットワークに所属し、とつか防

災フェスティバルに参画して、クイズ等を用いたこど

もへの防災情報の発信 

5 自治会町内会での実践 

地域大で学んだ、地図を活用したグループワークを自

身が会長を務める町内会で実施 

学援隊やわんわんパトロールの活動が多くの方に理解

され、協力していただけるようになった 

6 広報誌「桜坂」の発刊 
定例会の情報を、地域の活動を加えて、より早く・面

白く、多くの方に知ってもらうために広報誌を発刊 

7 
広場きわめ隊 

（別添２） 

イベントをきっかけに地域住民をつなげることを目標

に、宿場町戸塚の変遷をウォーキングイベントなども

盛り込んで、参加者と一緒に学び交流を深める 

地図を用いたグループワーク 

プランの発表 



防災活動 君たちはどう生き残るか 

修了者のプラン例（抜粋） 

プロジェクト名： 君たちはどう生き残るか 

プロジェクトの概要： 

 未来を担う若者世代（小中学生）をメインターゲットに「災害」に対して自身をどのように守る

か、自分で考え対応できる力を養う必要がある。 

 今後必ず身に降りかかる各種災害を乗り越える為の初歩の知識と共に「気づき」のきっかけを与

えることで身を守るための素地を作り、将来にわたって自身で学習し、将来的には周囲の大切な人

も守る事が出来る人に成長する事を目的とする。 

取組内容： 

・小中学校（放課後キッズクラブ、はまっ子ふれあいスクール、学童保育含む）等で防災教室を開

催する。 

・学校の長期休みに合わせて子供防災体験塾を開催する。（親子参加可）

・ＳＮＳ、ＨＰ等で子供向けの防災情報を発信する。

市民防災センター、消防署、ＮＰＯ、ボランティア団体等のイベントも紹介し、参加を促す。

（全てを自分たちでは出来ないので内容を確認し、積極的に相互利用） 

・サブ的に定年などをきっかけに地域デビューしたいが、何から始めたいか定まらない方の受け皿

にもなりたい。（こども、防災などはどこの地域でも共通のテーマでもある） 

取組手順： 

・似たような活動をしている人達をリサーチし、意見交換し仲間を探す。（約２か月）

（地域デビュー待機組も並行して） 

・各自の得意分野や繋がりのある地域等をまとめる。（約２週間）

・方向性、担当決め。（約１か月）

・ＳＮＳ・ＨＰ等で発信を検討、開始

・テーマ毎の資料を作成準備（約２か月）

→仲間内で研修会開催

・いよいよ各方面へ防災教室又はイベント開催のアプローチ

実行予算・資金調達方法： 

約 16万円 

 とつか災害救援活動ネットワークでのとつか防災フェスティバルやこどもへの防災情

報の発信の活動のほか、地域防災拠点の開設・運営を担うリーダーとして活躍されてい

ます。 

別添１ 



01081187
テキストボックス
別添２
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